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 博士の学位を授与したので、学位規則（昭和２８年４月１日文部省令第９号）第８条の
規定に基づき、その論文の内容の要旨及び論文審査の結果の要旨をここに公表する。 
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 本論は、中国の新文化運動期に旧体詩、小説、随筆、評論と多岐にわたって文壇で活躍
し、中国近代文学の形成および発展に大きな功績を残した作家、郁達夫について、その青
年期の日本留学に着目し、郁達夫の大正文学との関わりをとらえながら、その文学的、思
想的受容、およびその影響の跡を考察したものである。 
 構成は全七章からなり、その概要は以下のとおりである。 
 まず序章において、研究動機、問題意識および研究の目的とその方法を述べている。す
なわち、郁達夫における大正文学の受容についての研究は、すでに幾つかその代表的なも
のは論じられ、また留学生活には検討が加えられており、郁達夫の文学に大正文学の影響
があったことはすでに認知されて、影響を及ぼした具体的な作家たちも挙げられている
が、その多くは作家の自意識および作品が類似性を持っているとの指摘にとどまり、個々
の作品の内部に踏み込んだ比較検討はいまだ乏しい。しかも論じられているのがほぼ郁達
夫の前期の作品に限られているが、作家における大正文学の受容とその影響を考えるなら
ば、さらにその帰国後の作品に到るまで検討を加える必要がある。以上をふまえて、本論
では郁達夫の創作方法の特徴に主として注目して、大正期の代表的な作家の表現方法との
具体的な比較を通じて、郁達夫と大正文学の関連性を再検討し、彼の大正文学の受容の内
実を明らかにしたい、とする。 
 第一章では、まず郁達夫が大正文学をどのような形で受容したかを概観している。すな
わち郁達夫の留学生活および読書生活を考察し、また、新文化運動および大正文壇の影響
を受けた、彼の文学活動の出発を検討している。さらに、この箇所で、郁達夫に関する日
中両方の先行研究をあらかじめ精査、整理した上で、概括している。 
 第二章以降は、それぞれ具体的な作品分析を通じて、郁達夫における佐藤春夫、芥川龍
之介、田山花袋、谷崎潤一郎のそれぞれの受容について、実証的に考察を重ねてゆくので
あるが、この第二章ではまず佐藤春夫との繋がりを取り上げ、郁達夫と佐藤春夫のそれぞ
れのデビュー作品、『沈淪』（1921）と『田園の憂鬱』（1917－1919）を考察している。
二人はともに早熟の少年詩人として登場し、大正初期から散文を試みて、私生活をモチー
フとした両作品の発表およびその成功によってそれぞれの国の近代文壇で小説家として
知られるようになるのであるが、本論では両作品における「詩的精神を求める姿勢」に着
目して、新たな視点で郁達夫の佐藤春夫受容を検討している。特に西洋詩の引用を点綴す
ることによって主人公の心境を表現したり、自らの心境を回りの環境と融合させるに、的
確な漢詩で表現するなどの創作スタイルもしくは方法論の一致は、郁達夫が佐藤の作品を
意識しながら『沈淪』を創作したことを窺わせるのに十分であるとし、さらに両者ともそ
の「詩的精神」を求める意識を、詩人を自称する主人公の隠遁生活を通して表現している
という共通性を明らかにした。 
 第三章では、芥川龍之介の影響を論ずるにあたって、芸術至上主義に視点を置き、これ
をテーマにした両作家の歴史小説、すなわち郁達夫の『采石磯』（1923）と芥川の『地獄
変』（1918）（および『戯作三昧』（1917））を比較考察している。デビュー作の『沈淪』
を手始めとして芸術家への道を探求していった郁達夫だが、それがなかば成功を収めた時
期に彼は清の詩人黄仲側を主人公に設定し、芸術家の生活を描述したわけだが、その表現
方法に、芸術家意識が極端に表現されている『戯作三昧』および『地獄変』との共通性が
見られることから、郁達夫が歴史小説の形を取りながら、内心の告白と芸術作品の完成と
いうテーマを表現していること、加えて郁達夫が主人公の芸術家像を造型してゆく際に、
芥川のそれと類似した性格、体形、表情を付与して、芥川に通ずる、主人公の置かれる位
置や孤独のありようが描き出されていることを明らかにしている。 
 第四章では郁達夫と田山花袋の文学観およびその文学観を反映する作品の比較から、郁
達夫の自然主義、詩小説の受容を考察している。田山花袋と郁達夫のそれぞれの代表作『蒲
団』と『沈淪』の発表された当初、中に大胆かつ露骨な表現に対する非難の声もあったも
のの、最終的に文壇で同様に評価を受けている。田山花袋と郁達夫の文学論には、真実の
重要性、醜悪描写および大胆な告白を重んじる自然主義、詩小説創作観が、頻繁に見られ
る。そのことと合わせて両作品を検討した結果、郁達夫の自我および自己周辺の事実を作
品で描写する手法は、田山花袋の文学から影響を受けていると結論づけた。 
 第五章では「モダン文化」を中心に郁達夫の谷崎潤一郎の受容について論じている。近
代化が早く進んでいた上海と東京を描く小説『迷羊』、『痴人の愛』を取り上げ、20 年
代の都市文化、モダン・ガールの女性像などの視点から、郁達夫と谷崎潤一郎の作品の類
似性を明らかにした。郁達夫の上海でも生活の変化、それに加えて谷崎の上海訪問、およ
びモダンな都市風俗、西洋風の生活が丹念に書き込まれている『痴人の愛』の講読、これ
らさまざまな要因があったからこそ、彼はモダン都市の繁栄や、消費的、享楽的な観念を
持つモダン・ガールの女性像を描写するようになったと考えられる。 
 終章では、郁達夫文学の特徴をまとめながら、大正文学の受容の結論を導き出した。ま
た、不足点や、今後の課題なども述べている。 
 本論文では郁達夫と大正文学の関連性を考察し、大正文壇でおおいに活躍した佐藤春
夫、芥川龍之介、田山花袋、谷崎潤一郎などの作品との比較分析により、郁達夫の大正文
学を通じての、詩的精神、芸術至上主義、自然主義および私小説、さらに都市文化の受容
について検討している。そして郁達夫が積極的に大正の作家から創作の要素を取り入れ、
自分なりの文学的な思想と芸術的な個性を生みだし、他人が模倣できないような境地に達
した、すなわち彼の文学は、ある意味で、大正文壇の理念と方法の、中国における一つの
実験であった、と本論は結論づけている。 
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1． 審査概要 
1） 予備論文審査 
学位請求論文「郁達夫における大正文学の受容」は 2013 年 9 月 13 日に提出さ 
  れた。この論文に対して国際学研究科教員である審査委員 3 名および外部審査委員  
  2 名から成る予備論文審査委員会が設置され、まず「宇都宮大学国際学研究科にお  
  ける博士の学位授与に関する取扱要項」第 5 条に定められた書類が提出されている 
  ことを確認した。その書類の内には、以下の 2 本の学会誌掲載論文が含まれる。 
 
  趙敏「郁達夫『迷羊』における近代都市の表象―谷崎潤一郎『痴人の愛』との比較  
  から―」『比較文化研究』№105、日本比較文化学会、2013 年 1 月。 
  趙敏「郁達夫における佐藤春夫〈詩的精神〉の受容―『沈淪』と『田園の憂鬱』の 
  比較から―」『比較文化研究』№107、日本比較文化学会、2013 年 6 月。 
 
   その上で、委員会は同論文を精査し、同年 10 月 4 日に開催された審査委員会で、
提出された論文が学位請求論文に値すると判断した。ただし、学位論文の完成に向
けて以下のような改善、追加の要求があった。 
 
① 作家論の背景をなす文学史的記述は、丁寧ではあるがやや教条主義的で、諸作
品の実態にそぐわない部分があるため、文学史的記述については既存の通説等
を援用して整合性をはかり、実態により即したものにする。 
② 郁達夫と大正作家たちの作品自体、すなわちテクストの比較分析こそが本論の中
核をなすべきテーマであるが、各所によって分析、考察の密度、深浅、完成度に
ややばらつきが見られるので、より個別作品の影響関係に絞って、テクスト分析
をさらに精緻で生産性の豊かなものに高める。 
   
2） 学位論文審査 
学位請求論文は 2013 年 12 月 16 日に提出された。これを受けて予備論文審査委員 5
名に新たに国際学研究科教員である審査委員 2 名が加わった計 7 名による学位請求論
文審査委員会が設置され、その審査にあたった。本審査委員会では「宇都宮大学大学
院国際学研究科における博士の学位授与に関する取扱要項」第 10条で規定された書類
が提出されていることを確認するとともに提出された論文を精査、翌年 2014 年 1 月
24 日に開催した審査委員会において予備論文審査で改善、追加の要求のあった事項に
つて審査し、予備論文審査において改善、追加の要求があった事項について改善のは
かられたことを確認して、全員一致で最終試験の実施を行うことを決定した。 
 
3） 最終試験 
最終試験は、2014 年 1 月 24 日に学位論文審査委員会に引き続いて実施された。最初
に著者である趙敏氏に対して本論文について説明を求めた後、質疑応答を行った。 
 
   
 以上の論文審査および最終試験の結果から、本論文については以下のような評価がなさ
れ、全員一致で、本論文が学位論文［博士（国際学）］の要件を満たしているとの結論に
達した。 
 
・予備論文審査において、改善、追加の要求があった事項について、改善のはかられた
ことが確認できる。 
 ・本論文は、従来郁達夫における大正文学の影響が語られてはきたものの、その内実に 
踏み込んだ研究の乏しかった「郁達夫における大正文学の受容」について、作品創造上 
の幾つかの新しい観点において、大正作家の具体的な作品を、郁達夫の作品と結びつけ、
郁達夫の大正文学受容および受けた影響の実際を探り、かつその意味を問いかけた論文
である。同種の研究はここ数年の間に日本人研究者および日本留学を体験した中国人研
究者の間でその機運が出はじめているが、その受容の総体を解明し、あらためて中国の
近代文学成立の流れの中に位置づけて、その意味を明らかにするには、今少し時間がか
かるだろう。その意味で、本論文はその画期をなす研究論文であると評価してさしつか
えないと思われる。 
  またその点について言えば、著者が本論の第一章において、中国と日本両国における 
郁達夫に関する先行研究を、時間軸を取ってその全体に渡ってサーヴェイし、整理をし 
た上で概括していることは、今後の長い研究の道のりを考えると、必要にして十分な功 
績と評価できるものである。 
  そして上の目的のためには、検証としても最重要と思われる個々の作品のテクスト分 
 析において、今後さらにその方法論に磨きをかけ、複眼的かつ生産性豊かな考察を加 
えてゆくことが求められるのは言うまでもない。 
 
